
全
国
で
進
ん
で
い
る

『
地
域
計
画
』
と
は

  　

農
業
経
営
体
や
基
幹
的
農

業
従
事
者
の
大
幅
な
減
少
に
よ

り
、
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ

な
く
な
る
危
機
的
状
況
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆

さ
ま
で
改
め
て
考
え
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
４
年
（
２
０

２
２
年
）
５
月
に
公
布
さ
れ
た

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

等
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
地

域
の
協
議
に
よ
り
将
来
の
農
地

利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
「
地

域
計
画
（
目
標
地
図
を
含
む
）」

を
市
町
村
が
定
め
、
そ
れ
を
実

行
す
る
べ
く
、
地
域
内
外
か
ら

農
地
の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保

し
つ
つ
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
活
用
し
た
農
地
の
集
積
・
集

約
化
な
ど
農
地
利
用
の
最
適
化

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た

が
、「
地
域
計
画
」
を
策
定
・

実
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

農
業
の
将
来
を
築
く
う
え
で
重

要
な
こ
と
で
す
。
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あしあと 7・8月の活動記録

7月 10日
24日

24～25日
8月  1日

〃日
8日
26日

農業委員会役員会
7月農業委員会総会
管外視察研修
農業委員会臨時総会
飯山市制 70周年式典
農業委員会役員会
8月農業委員会総会

飯
山
市
農
業
委
員
会

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　
こ
の
た
び
、
改
正
農
業
委
員

会
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
３
回

目
と
な
る
改
選
が
行
わ
れ
、
農

業
委
員
会
は
農
業
委
員
13
名
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
２
名
増
員
の
９
名
、
全
22
名

体
制
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
８
月
１
日
に
開
か
れ

た
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に

お
い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

農
業
・
農
村
の
発
展
に
、
精
一

杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
松
永
前
会
長
を
は
じ
め
退
任

さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

国
か
ら
求
め
ら
れ
る
活
動
が
変

化
・
増
加
す
る
中
、
地
域
の
た

め
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
農
業
委
員
会
で
初

め
て
の
女
性
の
会
長
と
な
り
ま

す
。
飯
山
市
で
女
性
農
業
委
員

が
選
出
さ
れ
て
か
ら
30
年
、
前

回
の
改
選
で
は
国
が
求
め
る
農

業
委
員
の
女
性
登
用
率
30
％

を
達
成
し
、
今
回
の
改
選
で
は

こ
れ
に
加
え
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
女
性
登
用
率
も

30
％
越
え
を
達
成
で
き
、
飯
山

市
は
全
国
的
に
も
農
業
委
員
の

女
性
登
用
率
で
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
女
性
委

員
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ

る
男
性
委
員
を
は
じ
め
、
農
業

関
係
機
関
、
地
域
の
方
々
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以

上
に
農
業
委
員
会
活
動
に
力
を

注
ぐ
所
存
で
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
活
動
は
、
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

（
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止・解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
）を
中
心
に
、

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
権
利

移
動
の
許
認
可
、
農
地
転
用
へ

の
意
見
具
申
、
法
人
化
・
青
色

申
告
な
ど
の
農
業
者
支
援
、
農

業
者
の
老
後
を
守
る
農
業
者
年

金
の
加
入
推
進
・
情
報
提
供
と

し
て
全
国
農
業
新
聞
等
の
普
及

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
年
後
の
地
域
農
業

の
姿
を
ま
と
め
た「
地
域
計
画
」

に
つ
い
て
も
、
今
年
度
末
ま
で

沼
田
浩
子
氏
が
女
性
初
の
会
長
に
就
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
８
月
１
日
に
江
沢
市
長
よ
り
新
た
に
農
業
委
員
13

名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
辞
令
交
付
後
に
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
沼
田

浩
子
委
員
、
会
長
職
務
代
理
に
清
水
敏
明
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
沼
田
会
長
か
ら
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
９
名
が
委
嘱
さ
れ
、
新
た
な
体
制
に
よ
る
３
年
間
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

の
期
限
に
向
け
て
作
成
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
田
畑
の
管
理
に
お
困
り
の
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

農
地
の
拡
大
を
お
考
え
の
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
農

地
・
農
業
・
地
域
計
画
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
地
区
の
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
は
こ
の
地
域
の

農
業
の
未
来
を
考
え
な
が
ら
、

農
業
者
や
農
業
関
係
機
関
、
地

域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
長
　
沼
田 
浩
子

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

大口昂帝（飯山）
農業委員

農業振興・農政対策委員
清水　勝（柳原）

農地利用最適化推進委員長

情報委員

嶋津正道（外様）
農地利用最適化推進委員

農業振興・農政対策委員

福澤千鶴（常盤）
農地利用最適化推進委員

情報委員

足立久子（常盤）
農地利用最適化推進副委員長

農業振興・農政対策委員

金崎　恵（太田）
農地利用最適化推進委員

情報委員

市村　孝（岡山）
農地利用最適化推進委員

農業振興・農政対策委員

飛澤正志（飯山）
農業委員

農業振興・農政対策副委員長

春日孝利（外様）
農業委員

情報委員長

小林嘉之（太田）
農業委員

農業振興・農政対策委員長

沼田浩子（常盤）
農業委員【会長】

農業振興・農政対策委員

廣川順一（岡山）
農業委員

情報委員
石田慶子（常盤）
農業委員

情報副委員長

「地域計画」について
（長野県ホームページ）

髙澤富士子（飯山）
農業委員

情報委員

松澤　孝（秋津）
農業委員

農業振興・農政対策委員

武田一清（秋津）
農地利用最適化推進委員

情報委員

岡田忠治（木島）
農業委員

農業振興・農政対策委員

西條亀美夫（木島）
農地利用最適化推進委員

情報委員

望月晃一（瑞穂）
農業委員

農業振興・農政対策委員

藤本英喜（瑞穂）
農地利用最適化推進委員

情報委員

清水敏明（柳原）
農業委員【会長職務代理】

農業振興・農政対策委員

小嶋清子（柳原）
農業委員

農業振興・農政対策委員
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順


